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Self-introduction



主な活動と経歴
本年度 
　　　京都市教育委員会　総合育成支援課　ICT専門主事 
　　　京都府 特別支援教育京都府専門家チーム（宇治支援学校SSC） 
　　　ＮＰO法人　支援機器普及促進協会　理事長 

昨年度以前 
　　　京都市　呉竹総合支援学校・東総合支援学校　特別非常勤講師 
　　　京都市　携帯電話市民インストラクター 
　　　京都市　ＩＣＴ活用支援員　（総合支援学校ICTコーディネーター） 
　　　京都市　総合育成支援員　（発達障害児支援） 
　　　京都市　精神障害者授産施設　京都市朱雀工房　統括職業生活支援員 
　　　京都市　地域若者ｻﾎﾟｰﾀｰ　（引きこもり支援） 
　　　京都府教育委員会　社会教育委員 
　　　京都府高等技術専門校　在職者訓練インストラクター 
　　　中小企業基盤整備機構　経営改善ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 
　　



18番テトラソミー 
140,000人に一人という非常に出生率の低い染色体異常 （18番染色体が4本ある病気で
す）の我が子と同じ障害を持つ方々との情報交換の場になってほしいと思いつくりました

私も、通所生活介護施設に通う三男がおります

http://ameblo.jp/memis-18/




Topics



メモをとった学生たちは、記憶の貯蔵に外部形式の技術を頼るあまり、彼
ら自身の神経シナプスは、何もせずにいたのだ。


読者諸兄には、ぜひこのことをメモして欲しい（いや、実際にはメモにと
らずに、単に覚えていて欲しい）。メモを取れば、あなたの記憶をむしば
む。あなたの脳を救うには、鉛筆を置き、メモ帳から離れよう。

https://wired.jp/2015/01/17/taking-notes-is-no-good/

https://wired.jp/2015/01/17/taking-notes-is-no-good/


https://www.bunka.go.jp/seisaku/bunkashingikai/kokugo/hokoku/pdf/jitai_jikei_shishin.pdf?fbclid=IwAR0GFe71xtD12rjbGTywPQGb0Ppzpf5wU1rweMFhwFP79r3bgghKyndq5fs

https://www.bunka.go.jp/seisaku/bunkashingikai/kokugo/hokoku/pdf/jitai_jikei_shishin.pdf?fbclid=IwAR0GFe71xtD12rjbGTywPQGb0Ppzpf5wU1rweMFhwFP79r3bgghKyndq5fs






急性内斜視スクリーン

タイム



【現場から、】　発達障害児に
“集中しやすい環境”を「ふみおくん」

発達障害



発達性協調運動障害(DCD) の理解と支援
DVDサンプル映像

DCD



“多様な学び"で力を発揮！
学習障害の子ども達

ディスレキシア



【竹田契一】読み書きが苦手な子どもの
基礎理解と具体的対応(一部抜粋）

ディスレキシア



学校（教員）の意識が変わること！ 

ツール（手段）を揃えることでなく 
⇓ 

学習のゴールをあわせる 

出来ないことを出来るように 
（みんなと同じように・・） 

⇓ 
出来ないことは少しICTに任せる 

（こうすれば出来る）



“障害者”というのは、「依存先が限られてしまっている人た
ち」のこと。健常者は何にも頼らずに自立していて、障害者
はいろいろなものに頼らないと生きていけない人だと勘違い
されている。けれども真実は逆で、健常者はさまざまなもの
に依存できていて、障害者は限られたものにしか依存できて
いない。依存先を増やして、一つひとつへの依存度を浅くす
ると、何にも依存してないかのように錯覚できます。“健常者
である”というのはまさにそういうことなのです。世の中のほ
とんどのものが健常者向けにデザインされていて、その便利
さに依存していることを忘れているわけです。

自立は、依存先を増やすこと
熊谷晋一郎さん（くまがやしんいちろう） 
小児科医／東京大学先端科学技術研究センター・特任講師 
1977年、山口県生まれ。

https://www.tokyo-jinken.or.jp/publication/tj_56_interview.html

https://www.tokyo-jinken.or.jp/publication/tj_56_interview.html


分からなければ、調べれば良い・聞けば良い 
記憶していることは知識の一番便利なツール！

アプリを使うのは 
昭和・平成世代 

Aiを使うのは 
平成～令和



書けなければiPadで音声入力で良いのでは？ 
書くことは情報出力のツール！ 

話すことは情報出力の一番便利なツール！



読めなければiPadに読んでもらえば良いのでは？ 
読むことは情報入手のツール！ 

聞くことは情報入手の一番便利なツール！



暗算・筆算が出来なければiPadで電卓でも良いのでは？ 
暗算は一番便利な計算方法！



記憶出来なければiPadに覚えてもらっても良いのでは？ 
自分で記憶できることは一番便利！

リマインダーボイスメモ

メモ 写真



良いところを伸ばす！



良いところを伸ばす！



合理的配慮 
個別最適化



合理的配慮

平等 公平 やりすぎ



基礎的環境整備(授業のUD化）



学習の基礎



音韻認識力の違い

音読に拘らない　黙読できれば良いのでは
聞いて分かるのであれば、それも良し！



＊後野　文雄先生の資料より



体幹



正中線交差



目と手の協応



尺側分離



持ち方



ICTの活用 
読み



iPad
アクセシビリティ 

+ 
標準機能



アクセシビリティ⇨読み上げコンテンツ



iPad
アプリケーション



読みたい文書に自動ルビ振り

https://apps.apple.com/jp/app/ふりがな-pdf/id1516570722

https://apps.apple.com/jp/app/%E3%81%B5%E3%82%8A%E3%81%8C%E3%81%AA-pdf/id1516570722


読みたい文書（板書）を撮影⇒読み上げ

https://apps.apple.com/jp/app/google-アプリ/id284815942?platform=ipad

https://apps.apple.com/jp/app/google-%E3%82%A2%E3%83%97%E3%83%AA/id284815942?platform=ipad


紙文書⇒スキャン（OCR)⇒音声読上

https://apps.apple.com/jp/app/google-翻訳/id414706506

https://apps.apple.com/jp/app/google-%E7%BF%BB%E8%A8%B3/id414706506


デイジー教科書（ブラウザ版）

https://mpf.jsrpd.jp/ (サンプル教科書　ID:10025 パスワード：12345678）

https://mpf.jsrpd.jp/


UD-Book（Chromeブラウザ利用版）

https://www.youtube.com/watch?v=Llios8kPEBE

https://www.youtube.com/watch?v=Llios8kPEBE


該当学年以降の漢字をひらがな変換

https://apps.apple.com/jp/app/こどもテキスト/id1065303975

https://apps.apple.com/jp/app/%E3%81%93%E3%81%A9%E3%82%82%E3%83%86%E3%82%AD%E3%82%B9%E3%83%88/id1065303975


条件指定（学年／人名等）した漢字のみルビ振り

https://apps.apple.com/jp/app/かんじかな/id975403451

https://apps.apple.com/jp/app/%E3%81%8B%E3%82%93%E3%81%98%E3%81%8B%E3%81%AA/id975403451


文書を「ぶんしょ」「文書」変換
ぶんしょ

https://apps.apple.com/jp/app/ふりがな/id924351286

https://apps.apple.com/jp/app/%E3%81%B5%E3%82%8A%E3%81%8C%E3%81%AA/id924351286


紙文書⇒スキャン（OCR)⇒音声読上

https://apps.apple.com/jp/app/microsoft-lens-pdf-scanner/id975925059

https://apps.apple.com/jp/app/microsoft-lens-pdf-scanner/id975925059


ICTの活用 
書き



iPad
アクセシビリティ 

+ 
標準機能



一般⇨キーボード　音声入力



一般⇨キーボード　音声入力
(インターネット接続が必要です）



写真⇨編集⇨マークアップ



写真⇨編集⇨マークアップ
(板書やワークシートなどの画像に書込み）　



Scribble日本語対応手書き文字認識　スクリブル 
日本語対応　Pencilで手書きが自動テキスト変換



Split View 

2画面表示

音声教材とノートアプリ 

など２画面を同時に表示しておくと 

ドラッグ操作で簡単コピーもできます 

教科書とノートの代わりにいPadを 

使いたい場合には便利です。



Slide Over 

複数画面を簡単切り替え

ノートアプリから音声教材・ボイスメ
モなど必要なアプリをすべて表示して
おいて簡単切替ができます。



iPad
アプリケーション



https://apps.apple.com/jp/app/ごじゅーおん/id1042109858

漢字変換なしでひらがなのみ入力

https://apps.apple.com/jp/app/%E3%81%94%E3%81%98%E3%82%85%E3%83%BC%E3%81%8A%E3%82%93/id1042109858


https://apps.apple.com/jp/app/ごじゅーおん/id1042109858

漢字変換なしで全角カタカナのみ入力

https://apps.apple.com/jp/app/%E3%81%94%E3%81%98%E3%82%85%E3%83%BC%E3%81%8A%E3%82%93/id1042109858


楽しく文字入力の練習

https://apps.apple.com/jp/app/えにっき/id1358600708

https://apps.apple.com/jp/app/%E3%81%88%E3%81%AB%E3%81%A3%E3%81%8D/id1358600708


プリント⇒撮影⇒音声／キーボード入力

https://apps.apple.com/jp/app/snaptype/id1124115982

https://apps.apple.com/jp/app/snaptype/id1124115982

https://apps.apple.com/jp/app/snaptype/id1124115982
https://apps.apple.com/jp/app/snaptype/id1124115982


プリント⇒撮影⇒音声／キーボード入力

https://apps.apple.com/jp/app/縦書き文字入れ-文字入れくん/id1328029566?platform=ipad

https://apps.apple.com/jp/app/%E7%B8%A6%E6%9B%B8%E3%81%8D%E6%96%87%E5%AD%97%E5%85%A5%E3%82%8C-%E6%96%87%E5%AD%97%E5%85%A5%E3%82%8C%E3%81%8F%E3%82%93/id1328029566?platform=ipad


iPadをデジタルノートとして利用

https://apps.apple.com/jp/app/goodnotes-5/id1444383602?platform=ipad

教育機関がASMを利用で
フル機能版も無料

https://apps.apple.com/jp/app/goodnotes-5/id1444383602?platform=ipad


プリント⇒撮影⇒音声／キーボード入力

https://apps.apple.com/jp/app/縦書きエディタ-無償版/id493455320

https://apps.apple.com/jp/app/%E7%B8%A6%E6%9B%B8%E3%81%8D%E3%82%A8%E3%83%87%E3%82%A3%E3%82%BF-%E7%84%A1%E5%84%9F%E7%89%88/id493455320


思考の見える化

https://apps.apple.com/jp/app/simplemind-マインドマッピング/id305727658?platform=ipad

https://apps.apple.com/jp/app/simplemind-%E3%83%9E%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%83%89%E3%83%9E%E3%83%83%E3%83%94%E3%83%B3%E3%82%B0/id305727658?platform=ipad


プリントに音声を入れて回答

https://apps.apple.com/jp/app/keynote/id361285480?platform=ipad

https://apps.apple.com/jp/app/keynote/id361285480?platform=ipad


ICTの活用 
コミュニケーション



iPad
アクセシビリティ 

+ 
標準機能



カメラ（画像）



マークアップ



文字入力（単語登録）＋（音声読み上げ）



ボイスメモ(定型文の読み上げ）



iPad
アプリケーション











声の分身　場面緘黙



アクセシビリティ

その他の 
iPadOS15 
オススメ機能



集中モード 
設定⇒集中モード

表示したいホーム画面や、モードを時
間や場所の設定で自動起動できますの
で、学校モードや家庭モードなどが自
動で切り替えられます



表示したいホーム画面は複数
画面も選択できます。

オートメーションは、時間・ 
場所・特定のアプリを起動で 
設定可能 
一つの集中モードに複数の
オートメーションを設定する
ことも可能





不必要なページの非表示不必要なページの非表示 
授業中に不必要なアプリを１画面にまとめて非表示にします

デスクトップ画面表示中に画
面を長押しして、　をタップ
します

非表示にしたい画面のチェッ
クを外します。 
（アプリ自体が削除されるこ
とはありません）





テキストの認識表示（＊現時点では日本語非対応）Live Text 
画像から文字を抽出（＊日本語はまだ未対応です）





本日のまとめ



困った子ではなく
困っている子



LD

Learning Disability 
「学習障害」

Learning Difference 
「学び方が違う」

ではなく



子どもたちの困りは
どこにあるのか？

本人？（医療モデル）
授業？（社会モデル）



ユニバーサルデザイン授業
は万能では無い！

どんな支援でも合わない子は存在する



代替手段（ICTの活用）は不便！！ 

読む、書く、計算する、記憶する 
出来たほうが便利に決まってます 

でも 

代替手段で出来れば 
出来ないよりもはるかに便利です



脳のバイパスの代替としてICTを活用 

話すことが苦手→文字を音声読上 
読むことが苦手→文字を音声出力 
聞くことが苦手→音声をテキスト変換 
書くことが苦手→音声でテキスト入力 
暗算・筆算が苦手→電卓を活用 

円などの図形がうまく書けない→オートシェイプの利用 
・・・ 



本人が用途に応じて
手段を選択できる力が必要

本人が支援をプレゼンできる力が必要



受験で機器の使用が認められないから
普段の授業でも書かせる

って適切な判断ですか？



合理的配慮の名のもとに
代替手段を安易に提供することは
結局不便さを強いているのかも・・

アセスメントの大切さ

本人が選択することの重要さ



参考書籍



１１月２２日発刊予定









































東京大学先端科学技術研究センター　関係



魔法プロジェクト　研究成果

あきちゃんの魔法の 
ポケット

魔法のふでばこ 
2011

魔法のじゅうたん 
2012

http://maho-prj.org/

魔法のランプ 
2013

魔法のワンド 
2014

魔法の宿題 
2015

東京大学先端科学技術研究センターとソフト
バンクグループは、携帯電話・スマートフォ
ン等の情報端末の活用が障害を持つ子どもた
ちの生活や学習支援に役立つことを目指し
2009年6月から「あきちゃんの魔法のポケッ
トプロジェクト」をスタートしました。


https://maho-prj.org

魔法の種 
2016

魔法の言葉 
2017

魔法のダイアリー 
2018

魔法のWallet 
2019

魔法のMedicine 
2020

魔法のMeasure 
2021

http://maho-prj.org/
https://maho-prj.org


文部科学省 
発達障害のある子供たちのための 

ICT活用ハンドブック

特別支援学級編 通常の学級編 通級指導教室編

平成25年度文部科学省調査研究委託事業

ICT活用
ハ ン ド ブ ッ ク

通 常 の 学 級 編

通級指導
教室編

ICT
ハンドブック

平成25年度文部科学省委託事業

発達障害のある子供たちのための

活 用

Information and
Communication Technology



香川大学教授　　坂井　聡



EDGE



http://npo-atds.org


https://www.facebook.com/takamatsu.takashi

http://npo-atds.org
http://npo-atds.org
https://www.facebook.com/takamatsu.takashi



